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水
楢
品
櫛
の
圃
場
収
量
試
験
に
就
さ
て
の
考
察

三
)

各

府

煤

の

多

収

穫

品

抑

試

験
農

畢

博

士

近

藤

鵡

太

郎

一

色

重

夫

｢

緒

育

昭
和
六
年
t
i(
肘
出
光
研
究
川
に
て
'
非
瀬
野
は
北
梅
砥
よ
-
福
相
'
槻
即
に
蒙
る
迄
'
金
剛
各
地
の
虫
部
試
験
場
に
依
械
し
て
'
各
地

に
於
て
'
円
T
JI之
多
収
性
の
=州
卯
と
次
兄
せ
ら
れ
て
川
る
二

三
=E机
の
分
課
を
父
け
た
-
｡
而
し
て
昭
聖

ハ
年

1
月
よ
り
g
:月
迄
に
変
節

せ
し
多
牧
稚
=…
柾
の
組
数
は

:Lnr
克
十
=州
轍
の
多
き
に
及
び
た
-
.
此
竿
多
牧
椎
=川
柳
は
'
多
-
の
努
収
と
長
期
間
を
粥
し
て
'
多
数
の
人
々

の
努
力
に
よ
り
て
'
育
成
且
つ
休
布
せ
ら
れ
つ
1

あ
る
も
の
に
し
て
､
各
地
に
於
て
は
夫
々
陳
秀
な
る
能
力
を
不
す
も
の
な
-
｡
而
し
て
此

耳
目

川
和
の
小
に
は
'
･Eh.]=
倣
地
方
に
適
し
て
陵
良
な
る
=1.･I
和
た
る
べ
き
も
の
も
あ
る
べ
-
'
又
‥利
他
の
関
係
上
不
適
;:=川
な
る
=川
和
も
あ
る
べ

し
｡
故
に
背
耕
5..t
は
=
北
軍
で
比
植
栽
托
し
て
'
悼
秀
な
る
池
椛
を
逝
押
し
､
以
て
此
地
方
に
竹
及
す
べ
-
'
昭
和
六
年
よ
り
同
九
年
に
か
る

糊
ヶ
年
剛
に
ヰ
り
て
試
験
を
行

へ
-
｡
そ

〃
拙
;)
を
劫
に
報
菅
L
t
以
て
他
地
方
試
験
機
の
瓜
抑
試
験
の
巷
裾
に
俳
せ
ん
と
す
O

二
､
昭
和
六
年
の
特
性
調
査
試
換

昭
和
六
年
に
は
'
此
竿
TLB
五
十
の
多
収
捜
‖

州
印
･いで
一
抹

一
本
柵
に
せ
る
特
性
調
布
院
と
'

1
株
二
'
三
本
柵
に
せ
る
収
機
嗣
糞
&
と
に
分



ち
て
栽
培
せ
り
Q
而
し
て
牧
求
刑
XJLJi隅
は
価
叩叫
な
る
列
試
験
な
-
｡
塀
-
の
如
-
に
し
て
'
各
晶
析
の
仙
械
期
'
成
熟
期
'
命
非
の
i(
さ
'

色
'
仕
出
'
相
の
避
さ
'
太
さ
'
桝
ttJ.
分
確
故
'
撤
長
'

一
秋
の
灘
粒
政
'
粗
の
if
さ
'
秤
及
び
呼
北
の
色
t
fJ
の
和
無
'
色
'
耽
榊
の

難
易
竹t
と
生
茄
力
と
に
就
き
て
大
約
の
制
水
を
な
せ
=1
｡
此
鞍
の
甜
朋
#
.成
紺
を

一
々
列
記
す
る
こ
と
は
机
雅
に
過
ぐ
る
故
に
粥
略
し
'
此

艇
に
は
'
牲
川
上
=収
も
大
切
な
る
性
Lt
の
1
た
る
川
根
糊
に
就
て
抑
詳
述
す
べ
し
｡

北
縦
出
の
坊
､雪

ナ
ン
コ
肪
･雪

中
生
n
t
'
北
比
赤

t
t
十
勝
発
毛
'
航
太
郎
米
耳
の
諸
口仰
排
は
'
秘
め
て
;+
-
七
月
中
旬
に
他
部
の

川
根
を
始
め
'
こ
れ
よ
り)
過
れ
て
次
雛
に
分
秋期
に
及
ぶ
も
の
な
れ
ば
'
=-.j
呼

の川
根

糊
及
び
成
熟
糊
は
秘
め
て
不
揃
な
-
｡
故
に
常
地
方
に

於
け
る
督
適
地
.i=と
し
て
は
'
1+,4
甘
北
縦
道
の

路
日｡=種
の
机
佃
は
甚
だ
小
な
り
｡
斯
-
の
加
-
州
楼
糊
が
不
揃
な
る
珊
-;
は
'
丑
等
の
品
性

~ヽノ

の
山
紺
糊
が
二
.
日
中
の
日
照
畔
榊
に
影
鱒
せ
ら
れ
ざ
る
'
朋
剖
申
冊
性
の
継
物
に
虹
す
る
た
め
(
常
州
の
性

飴
elに
て
里
b
か
な
り
)
'
早

く
成
出
せ
る
劫
よ
-
相
次
に
目
地
へ
成
熟
す
,vl
に
よ
る
な
-
8
..和
し
て
仲
川
地
方
に
於
け
る
竹
地
裁
捕
縄
は
'
短
口
付

の柵
物
な
れ
ば
'
非
の

位
軒
及

糊
料

の分
灘
と
排
も
'
北
伽

の
比
較
的
長
き
七
月
'
八
月
上
旬
に
は
川
棚
す
る
こ
と
な
-
'
3児J伽
の
蚊
-
な
り
た
る
九
月
上
旬
明
に

更
け
て
始
め
て
-;
拙
す
る
も
の
な
れ
ば
'
姑
の
-;
碓
別
が

良
-
揃
ふ
た
b
Q

北
方
の
輿
朋
'
火
北
'
側
火
地
方
の
甜
=川
和
に
就
き
て
見
る
に
'
非
の
大
多
数
の
川
根
期
及
び
成
熟
刺
が
叩
き
た
め
'
生
育
期
仙
短
-
'

晩
生
柾
に
比
べ
て
収
八此
お
る
べ
-
'
父
碓
諦
'
以
省
を
載
る
堪

ひ
多
L
Q
故
に
此
等
の
地
方
の
‖川
和
は
廿

日
地
方
に
は
小
過
竹
=
と
謂
ふ
べ
き
な

hリ
○南

方
の

盛
付
に
放
け
る
多
収
性
Jllm
椀
の
中
に
は
'
=:==
地
方
の
普
池
北
Ti｡
品
桃
の
川
根
糊
よ
-
九
･き
も
の
も
'
亦
晩
き
も
の
も
あ
り
｡
殊
に

新
竹
滑
卯
七
故

(新
竹
)
'

薄
井
占
'
氷
壁

(
共
に
･砧T
饗

応
刑
作
)
呼
は
棟
率
に
近
す
る
か
叉
は
機
準
に
連
せ
ず
し
て
'
仝
-
州
柚
せ
ぎ
り

水

網
島
坪
の
同

湖
収
冊
蔓

に
緋
き
て
の
考
か

(
T
T
:)

ニ
:<
五



水
村
品
柚
の
岨
射
収
は
誠
帳
に
就
き
て
の
藁

(≡
)

き

Q川
様
期
以
外
の
諸
件
明
に
就
き
て
は
'
千
粁
舵
別
に
し
て
､
地
方
的
に
記
述
す
る
こ
と
嗣
排
な
れ
ど

も
'
娘
粒
の
太
さ
は
､
暖
地
に
比
し

北
海
道
を
除
-
塞
き
地
方
に
小
粒
和
多
L
o

著
新
が
=:==
地
方
に
適
=(==
な
る
品
郡
と
し
て
選
托
せ
る
も
の
は
'
･-E
拙
朋
が
竹･叫
地
方
の
甘
通
栽
将
郡
に
近
-
､
且
つ
上
記
の
簡
…叫
な
る
列
試

験
に
よ
る
収
丑
の
多
き
も
の
な
り
Q
同

一
･ー州
和
名
に
し
て
'
取
苓
北
の
異
な
る
も
の
二
柾
以
上
あ
-
た
る
場
合
は
'
収
束
の
if
な
る
も
の

一

種
に
せ
-
.
足
寄
に
小
粒
枕
及
び
熟
糊
の
梢
珊
ハな
る
も
の
二
'
三
晶
棚
を
加

へ
'
次
の
二
十
七
品
種
を
逆
相
L
t
次
年
度
以
後
の
輔
碓
な
る

収
億
舵
験
に
供
せ
-
0

事

-

据

ヨ
誉
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令
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水
桐
品
桃
の
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加
根
粒
番

に
就
き
て
の
考
烈
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三
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ゴ
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盤
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水
樹
姐
確

の細浦牧句塵
に
撃

て
の
姦

(
三
)

三
八
八

覇

柵

】一
静輔
4
'
佃
知

見
持田
買
血
潮
仙宰
目
撃
+
中
山雷
抑
fJ
.･
b

o

2,

淡由
一

抑
P
g蘇
f.一
E
t怖
7
一
藍

川瀞
＼
叫
jt
等

胡

g
)
e

一

苛
JjE
一
簿
翁
Q
)P.
夢

琵
喪

讃

至

t
義
仲
村
議
G
f

L
T
一
環
雫

^

b{7.･X茜
田
河

や
蛋

e
t
村
ZJ
Lt
t)Q

三
､
昭
和
七
年
の
収
量
試
聴

｢
水
稲
品
和
の
附
場
収
八八
誠
臓
に
就
き
て
の
考
察

(

1
)｣
に
述
べ
た
る
方
法
に
よ
-
て
'
前
年
に
選
押
せ
る
二
十
七
日…
和
の
牧
艶

を
相
称
に

調
祁
せ
-
'
今
昭
和
七
年
に
於
け
る
耕
郡
の
概
要
を
記
せ
ば
攻
の
如
し
｡

二

)

仰川
代

へ
イ
)

柿
和
糊

五
月
九
日

(

ロ

)

(

ハ

)

(

二
)

本
刑

(
イ
)

(

p

)

(

ハ

)

三

E

柿
雄
丑

1
坤
常
三

食

施

肥

.=:肌

1
咋
常

拙
准
粕

1
九

〇
匁
'
過
燐
酸
石
衣
八
五
匁
'
硫
酸
加
里
川
五
匁
'
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
三
〇
匁

押
叛
捌

六
月
廿
四
日

傭
聞
及
び
株
附

各
々

九
寸

一
株
に
ニ

ー
三
本
を
帥
ゆ

段
;:ii施
肥
韮

椛
肥

.z
O
O
H
へ
杢

且
榊

1
五
刊
'
硫
酸
7
ン
モ
エ
ア
七
㍍
'
過
燐
酸
石
衣
九
肌
'
桃
酸
加
里

lニ
'
五
洪

(
ホ

)

中
耕
'
伶
群
を
政
同
行
ふ
｡





(

(
)

牧
碓
耕

十

1
月
十
七
日

(

≡

)

試
験
院
の
配
:p･j
及
び
収
立
の
調
茶

･
J

tg
ie
原
出
莱
研
究
桝
の
随
場
に
於
け
る

1
枚
の
水
E
は
'
縦
三
〇
問
'
拭

l
O
糊
に
て

一
段
少
な
り
｡
之
整

一枚
牛

便
別
し
て
'
那
二
穀

の
如
-
試
騒
帳
を
配
:,j
せ
り
｡

第
二
衣
に
於
て
'

1
小
試
験
隈
の
大
さ
は
縦

一
凶
'四
人
'
械
七
'
二
尺
に
し
て
'

1
二
八
株
を
栽
旅
し
柑
る
な
り
′0
枚
拡
時
に
は
'
川
矧

の
1
列
を
除
き
'
機
-
の
八
川
株
を
刈
取
-
て
束
ね
'之
に
地
位
布
批
北
に
日脚
和
解
雛
を
背
き
た
る
祁
片
を
附
し
て
'
架
に
研
け
て
乾
放
す
｡

乾
燥
後
架
よ
り
卸
し
'
各
慣
別
に
桁
爪
=･叫

を
抑
茄
す
｡
次
に
六
阿
(於
碑
.iL
は
二
八
耶
)
に
分
ち
て
件
-
た
る
同

一
‖州
印
を

一
緒
に
な
し
て
附

放
し
粗
耶
北
を
秤
る
｡
此
粗
米
を
よ
-
配
合

し
て
'
北
1;
ILti,1
7
kg
の粗
米
を
探
る
｡
此

l
k
g
の
粗
氷
を
乾
燥
し
'
粗
摺
を
な
し
て
柑
た

る
玄
米
油
虫
及
び
客
先
を
洲
,:<
す
｡

以
上

の81u
光
成
･郡
は
何
れ
も
収
束
別
科
沖
の
訊
腕
解
批
北
に
=州
和
布
紙
に
令

せ
て
記
入
す
｡

即
ち
次

の
如
し
｡

,

溝

川

鮮

竜
一

Pa
f

rIL･iF･LC市
耳
か
P/L
紳
畠
耕
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由

司
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｣

水
芸

の

畑
朋
曜
岨

縦
線
に
就
き
て
の
智
崇

(≡)



水
樹
H堺
秋
の
悶
選

川
試
蛾
に
撃
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収
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に
て
は
'
敷
箇
所
の
支
場
に
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〇
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収
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反
縦
せ
る
も
の
に
し

て
'
普
大
原
出
紫
研
究
所
に
於
け
る
水
村

の似
合
は
'

二
九
坪
(
前
者
の
1
甘
)
の
小
地
位
を
'
六
回
反
感

(
前
者
の
1
"16
)
し
て
行
へ
る

も
む
な
り
｡

而
し
て
此
等
繭
者

の
試
験
の
信
組
度
並
に
瑞
確
度
が
近
似
な
る

山
み
な
ら
す
'
寧
ろ
水
稲
の
税
金
が
良
好
な
-
｡
R
'
の
珊

山

は
'
水
刑
の
地
力
が
黍
畑
よ
-
均

l
な
る
と
'
叉
栽
培
方
法
の
躯
的
な
る
と
に
よ
る
も
の
な
る
べ
L
C

上
述
に
比
較
説
明
せ
る
胞
に
よ
り
て
'
本
試
臓
方
法
が
十
分
信
組
し
柑
る
'
粘
櫛
な
る
方
法
な
り
と
結
論
し
得
｡

ノヽ

既
報
U

に
於
て
本
邦
水
稲
の
試
歯
に
供
す
べ
き

一
匠
の
通
常
な
る
所
柄
を

T
五
-
三
〇
平
方
米
(
五
-
九
坪
)
と
せ
る
聖

地
小
帯
飴
面
積

を
半
坪
又
は

1
坪
と
し
て
任
放
せ
る
経
典
'
或
は
計
卸
せ
る
純
米
に
基
づ
き
た
る
に
よ
る
な
-
｡
襟
際
上
に
は
不
可
能
な
れ
ど
も
'
埋
沸
上

は
故
小
試
曲
面
机
を

一
株
常
に
な
す
こ
と
を
相
｡
斯
-
の
如
き
場
合
に
は
t

l
底
の
適
常
な
る
両
紙
は
'
五

-
九
坪
よ
-
融
に
小
と
な
る
べ

し

(試
験
新
税
過
小
な
れ
ば
'
僅
少

の
嫡
出
沓
非
他
の
彫
砂
も
大
と
な
-
て
硯
は
る
を
ひ
あ
-
)
｡

本
性
臓
に
は
刈
取
両
班

二
九
坪
の
小

地
区
を
六
回
戊
席
せ
る
も
の
な
る
が
'
止
好
な
る
結
果
を
収
め
て
'
上
記
の
却
柄
を
明
ら
か
に
な
す
を
得
た
-
｡
p

七
､
摘

質

(

こ

昭
和
六
年
に
北
渥
迫
よ
り
朝
鮮
に
至
る
迄
仝
凶
各
地

の出
番
親
政
場
に
休
耕
し
て
'
各
地
に
於
て
日
下
山
多
牧
椎
の
[
州
柾
と
決
定

せ
ら
れ
て
居
る
二
'
三
品
和
宛
の
分
課
を
受
け
へ
A
'
の
線
教
官
五
十
品
机
を
比
較
栽
増
し
て
'
節
介
敗
地
方
に
て
便
秀
な
る
地
租
を
避
托
す



ベ
く
昭
聖

ハ
年
よ
り
九
年
に
蒙
る
蛸
ヶ
年
に

正
-
て
就
歯
を
行

へ
=1
6

■一
l
I-

(
二
)

昭
和
六
年
に
は

l
株

一
本
帖
に
し
て
'
特
牡
調
布
を
行
ひ
各
柾
の
特
仕
を
嗣
芥
L
t
川
棚
制
が
常

地
方
の
幣

紙
殺
棉
柾

に
近
き
晶

税
吏

7十
七
品
和
避
押
せ
-
｡
同
時
に
行
ひ
た
る

一
株
二
'
三
本
帖
に
せ
る
憎
耶
な
る
列
試
臓
の
収
束
成
緋
を
参
考
に
資
し
た
-

0

(
≡
)

昭
和
七
'
八
'
九
年
に
は
'
耽
報
の
｢
水
村
晶
析
の
田
城
牧
求
試
験
に
就
き
て
の
考
察
(
1
)｣
に
於
て
述
べ
し
方
法
に
よ
-
て
'
収

丑

の
比
較
試
験
を
わ
ひ
た
り
｡

(
四
)

上
記
三
ヶ
年

の
牧
丑
試
験
に
よ
-
て
'
生
産
力
の
大
小
を
良
-
阿
別
す
る
FJ
と
を
得
た
り
Q
楼
邸
よ
り
収
丑
多
き
は
迅
梅
紳
力
及

晩
紳
三
能
の
二
品
柿
に
し
て
'
之
に
培
畔
と
絹
粒
度
の
生
誌
力
を
布
す
る
晩
桁
帥
山
'
武
作
避

l
披
'
畿
内
些

≡
ニ
批
'
晩
生
紳
力
'
晩
生

穂

内

剛
力

'
千
本
旭
甘
及
び
収
瀧
少
さ
も
米
田
良
杵
な
る
n
J浪
旭
'
旭

一
稚
'
旭
二

〇
批
'
三
井
紳

力
七
批
称
を
加

へ
十
二
品
和
を
濫
押
せ

-1

(
此

の十
二
日
州税
蛙
唱
和
十
年
よ
-
tS_鵜
を
繰
返
す
な
-
)O
而
し
て
収

並'
晶
質
北
ハ
に
僕
轟
な
る
は
沿
海
州
力
な
り
.

(
五
)

試
放
伐
緋
に
封
す
る
H
柳
の
粒
度
を
.
牧
公
差

の
蓋
然
談
去
(流
氷
〆
)
に
よ
り
て
見
れ
ば
二

ニ
ケ
年
を
通
じ
て

O
t
六
-
三

六
〆

に
し
て
'
紙
数
の
平
均
は

一
'
五
%
な
-
｡
故
に
信
輔
す
る
に
止
る
べ
き
試
験
域
紙
と
認
め
和
る
な
=1
0

文

献

1

近
藤
t
l
色

水
轡
un態
の
胴
.a
ft*:山
武
伝

に
就
さ
て
の
考
雛
(
I)
E持
前
究

節
二
l
奄

九
五
-
二
幸
Ln

昭
和
八
年
10
月

2

近
億
､
開
村
､
l色
､
策
脱

楢
の
フ
ォ

ト
ペ
リ
オ
ズ
ム
に
雌
す
る
山
3
5m
研
究
(窮
〓
軸
)
艮
挙
研
究

新
二
二
名

t-
r≡

斉
昭
卯
九
撃
二月

3

A
r孟
trOn
g.
S
.
F
.
:
T
r
ial

s
o
f
nutLtnln
SOw
n
W
h
ents7
4汚
8-
)!)ln

J
ou
rn.Z
T

a
t.
L
n
st
^
uric.
R
ot.J
V
ot.
t
l
l
,
LT
T
o
.

I
.
P
.
23-
3!IL
D3
L.

4

A
rm
stro
ng
･
S
･

F
･nn
d

苧
nndreth
.
t!･
:
T
riu
Ts
o
f
S
pl=,tt
A
rCher
iLnd
P
luln
ug
e
^
rCtler
t汚
l
bartey
･;,
19:A
-
tL･}32･
1bi
d
･

h.O･
4･

P
.

3-
0-
Sill,
1IJ･こ
,

(附
和
十
年
TF.月
二
百

大

悦
腿
丑
研
究

所
)

氷
帯
甜
機
の
岨
励
牧
目
端
鯨
に就

き
て
の
考
が
(
≡

)

M

f;
九


